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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　多重サブキャリア通信システムにおけるピーク対平均電力比ＰＡＰＲ低減の方法であっ
て、種々の変調スキームが前記サブキャリアの種々の組に使用され、
　サブキャリアの各組にそれぞれ適用されることになるＰＡＰＲ低減方法を、各組に使用
される対応する変調スキームに応じて、自動的に選択することによって、前記サブキャリ
アの組に使用される変調スキームに応じて、複数のＰＡＰＲ低減方法から前記ＰＡＰＲ低
減方法を選択するステップを含み、
　部分系列伝送ＰＴＳのＰＡＰＲ低減方法を含む第１のＰＡＰＲ低減方法を、第１の変調
スキームを使用する前記サブキャリアの前記組のうちの第１の組に適用するステップと、
　第２の、別のタイプのＰＡＰＲ低減方法を、前記第１の変調スキームより低い変調スキ
ームである第２の変調スキームを使用する前記サブキャリアの前記組のうちの第２の組に
適用するステップと
によって特徴付けられる、方法。
【請求項２】
　前記第２のＰＡＰＲ低減方法が、クリッピングを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第２のＰＡＰＲ低減方法が、適応コンステレーション拡張を含む、請求項１に記載
の方法。
【請求項４】
　前記第２のＰＡＰＲ低減方法が、トーン・インジェクションを含む、請求項１に記載の
方法。
【請求項５】
　前記第１の変調スキームが、１６ＱＡＭ変調スキームである、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記第１の変調スキームが、６４ＱＡＭ変調スキーム、または６４ＱＡＭより高い変調
スキームのうちの一方である、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　同時にサブキャリアの別の組を使用する少なくとも２人のユーザがおり、前記組のそれ
ぞれが別の変調スキームを使用し、
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　前記少なくとも２人のユーザについて機能する少なくとも２つの別のＰＡＰＲ低減方法
を使用するステップ
を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　ユーザ・データに使用されないサブキャリア上に、ＰＡＰＲ低減のための補償信号を伝
えるステップ
を含む請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　サブキャリアの前記組に使用される前記変調スキームを判定するステップ
を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　サブキャリアの前記組を含むコンポジット信号のピークを判定するステップと、
　少なくとも１人のユーザのピークに対する貢献を判定するステップと、
　前記少なくとも１人のユーザに使用される変調スキームを判定するステップと、
　前記少なくとも１人のユーザに使用される前記判定された変調スキームに応じて、前記
少なくとも１人のユーザについて前記ＰＡＰＲ低減方法を選択するステップと
を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　複数のユーザのそれぞれのピークに対する貢献を判定するステップと、
　前記複数のユーザのそれぞれに使用される変調スキームを判定するステップと、
　各ユーザについて判定された対応する変調スキームに応じて、前記複数のユーザのそれ
ぞれについて前記ＰＡＰＲ低減方法を選択するステップと
を含む、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記選択されたＰＡＰＲ低減方法を使用して、サブキャリアの前記組を含むコンポジッ
ト信号のピークの大きさを低減するステップを
含む、請求項１乃至１１のいずれか１項に記載の方法。
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